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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本芳香

族工業会(JAIA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS K 2425:1983 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS K 2425 には，次に示す附属書がある。 

附属書（規定）試料採取方法 
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日本工業規格          JIS 
 K 2425：2006 
 

クレオソート油，加工タール及び 
タールピッチ試験方法 

Test methods of creosote oil, prepared tar and tar pitch 
 

1. 適用範囲 この規格は，コールタール製品としてのクレオソート油，加工タール及びタールピッチの

試験方法について規定する。 

 

2. 引用規格 付表 1 に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成

する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，次による。 

a) 密度 試料の単位体積当たりの質量をいい，その温度条件を付して，次のように表す。 

なお，この規格においては質量，体積及び温度の単位をそれぞれ g，cm3 及び℃とする。 

1) 密度（15 ℃） 15 ℃における試料の密度。g/cm3 で表す。 

2) 密度（40 ℃） 40 ℃における試料の密度。g/cm3 で表す。 

b) 比重 ある体積の試料の質量と，それと等体積の水の質量との比。すなわち，試料の密度と水の密度

との比であり，相対密度ともいう。比重は，試料及び水の温度条件を示す記号を付して次のように表

す。 

なお，比重は無名数である。 

1) 比重（15/4 ℃） 15 ℃におけるある体積の試料の質量と，それと等体積の 4 ℃における水の質量と

の比。 

c) エングラー度 規定温度で規定量の試料が試験器の細孔を流下するのに要する時間と，同温度・同量

の蒸留水が試験器の細孔を流下するのに要する時間との比。 

エングラー度は，試料及び水の温度条件を示す記号を付して次のように表す。 

なお，エングラー度は無名数である。 

1) エングラー度（40/20 ℃） 試料の温度 40 ℃及び蒸留水の温度 20 ℃におけるエングラー度。 

 

4. 一般事項 試験に共通する一般事項は，JIS K 0050 によるほか，次による。 

a) 測定又は試験において，液面で目盛を読む場合には次の区分によって，表面張力によって上昇した液

面の上縁又は下縁で読む。ただし，クレオソート油の場合は，いずれも上縁で読む。 

1) 密度計（浮ひょう）の場合    上縁 

2) メスシリンダー及びその他の場合 下縁 

b) 密度計及び温度計は，使用に先立ち，標準密度計及び標準温度計を用いて，それぞれ補正しておかな

ければならない。 


